
（別紙３）

～ 2025年　3月　20日

（対象者数） ６名 （回答者数）
３名

～ 2025年　3月　20日

（対象者数） 10名 （回答者数）
10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も、ひとりひとりの利用児に対して全職員

が理解を深め、チームで意見を出し合い必要な支

援を行ってまいります。

2

・ライフステージの変化に合わせた他機関との連

携を行い、切れ目のない支援が行えるようアプ

ローチしていきます。

・定期的に全職員でモニタリングを行い、現状の様

子、成長段階に合わせて支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っています。

・ミーティング他、全職員で様々な情報を収集した

上で利用児のアセスメント、分析を実施し、多角的

な視点をもって支援計画の作成、見直しを行ってい

ます。

・保護者との信頼関係の構築が出来ており、情報共

有や学校での利用児の様子など知ることができ、支

援に結び付きやすいです。

・家族との日頃の情報共有や、ご利用変更時の臨機

応変な対応。

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 まんてん

○保護者評価実施期間
2025年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表



3

・空きが出たり、振替可能な日があれば早い段階

で連絡をするなど。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・近隣の園と交流する機会を検討していこうと思

います。

2

・近隣の園と交流する機会を検討していこうと思

います。

3

・個別でのサポート ・勤務等で送迎の時間に帰宅できない場合は送迎の

順番を工夫することや振替の対応等、可能な範囲で

利用しやすい環境を提供しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域交流の機会は設けていないです。 ・地域交流を行う時間の確保が難しいです。

・保護者同士の交流が少ないです。 ・保護者会などを定期的に行う時間の確保が難しい

です。


